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2015 NABSHOW
　Photo Report 

Solid State Logic
　SSLのイメージからすると、アナログ・コ
ンソール…という感覚であったものが、本年
はC100/C300等のデジタル・コンソール
を中心とした展示。
　また、これからの中核を担うネットワー
ク・オーディオ伝送にはDante を採用して
いることがわかる大きな文字表示。IP Audio 

Network ing
と Dante の文
字が描かれ、そ

の下にはMADI to Dante Bridge のMADI 
Bridge をはじめとした製品が展示されてい
た。
　一方昨年秋に登場したライブコンソール
L300 はもともと L500 のフェーダー数の
みをサイズダウンしたものであるが、本年リ
ニューアルされ、上位機種の L500よりも
小型ながら従来機種の L500と同スペック
となって登場した。また、一方の L500 は
L500＋ (プラス )となって登場した。

ヤ マ ハ
　NAB 2015 におけるヤマハのブースの展示は「NUAGE」と「ライブ

コンソールCLシリーズ」「QLシリーズ」などがその中心であったが、本年は

「NUAGE」Ver 1.7が公開され、また、同社が採用を進める「DANTE」からの変

換器の新製品「RSio64-D」を発表した。

　「NUAGE」は、同社とスタインバーグによるパートナーシップが導き出すシ

ステムソリューションで、ミックスや編集、ADRなどのあらゆるシーンにおい

て、最適なシステムを模索するユーザーの要求を満たす新しいプラットフォー

ムである。今回の NABでは、その新バージョンとなるVer.1.7が発表された。

　また、アメリカでも人気の高いライブコンソールCLシリーズ、QLシリーズ

では、DANTEを更に使いやすくする新製品として「RSio64-D」が登場した。

　「RSio64-D」はDANTE か ら の 変 換 器 で、ス

ロットは４つあり、最大で 64 イン 64 アウトの

DANTE ⇔ MADI 変換に対応したインターフェー

ス。 MADI 入出力にはサンプリングレートコンバー

ターを搭載し、ブロードキャスト、ポストプロダク

ション、ライブサウンドなど様々な環境で柔軟なシス

テム構築を実現する。AESにすることもMADI にす

ることも、更には Cobranet や EtherSoundなどの

カードも用意されているマルチな変換器といえる。

▲「RSio64-D」はDANTEからの変換器で、最大
で64IN 64OUT のDANTE ⇔ MADI 変換に対応
した「RSio64-D」

◀「NUAGE」はVer 1.7 が公開された。

SSL Network I/Oの展示  SSL L500+ SSL L300
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　新製品ではマルチフォーマット・ビデオ・

スイッチャー「V-1200HD」や新発売となっ

た 「O・H・R・C・A M-5000」を主力に紹介。

　「V-1200HD」はキーレイヤー、M/E の

構成さえも自由に変更できる2M/E スイッ

チャーと、マルチフォーマット対応のプロ

セッサーをドッキングしたマルチフォーマッ

ト・ビデオ・スイッチャー。 4:4:4と4:2:2プ

ロセスのハイブリッド・エンジン搭載。映像

信号として広く仕様されている 4:2:2 のプ

ロセスに加え、PCモニター出力などで標準

の4:4:4 信号は、別プロセスでダイレクトに

処理。4:2:2 の映像信号をアップサンプリン

グし、4:4:4 信号としても出力が可能。さらに

オーディオ・ミキサーも内蔵した、Vシリーズ

の頂点ともいえる製品である。

　一方、新発売のライブ・ミキシング・コン

ソール 「O・H・R・C・A M-5000」はチャン

ネル構成を自由に設定できるコンフィギュラ

ブル・アーキテクチャーを採用。最大128ch

の入出力数をエンジニアが自由に設定可能で

きる内部構成、エンジニアの意志を忠実に表

現する操作系、そして96kHz内部処理を実現

したコンソールである。

ローランド

　例年通り米国における同社製品の販

売代理店であるMarshall ブースの一

角にて出展。

　製造元であるモガミ電線のケーブ

ルにおける優れた設計・製造技術と

も相俟って、 定評のある柔軟かつ機

械的強度に優れたケーブルや、 基礎・

基本的な工学技術に於いて同業他社

を凌駕する技術情報の蓄積を活かし

て、 同業他社製品と差別化した付加価

値の高い製品作りをめざしている。そのため同社製品は日本国内のメ

ジャーレコーディングスタジオはもとより、米国においてもシェアを

確保し、既に著名なスタジオ、ハリウッド、放送局等でも大量に採用さ

れている。

　同社ではこのような高度な技術を活かし、今回のNABにおいて

も、イーサネットケーブル、BNCコネクタ付き同軸ケーブル、110Ω 

AES/EBUデジタルオー

ディオ・マルチケーブ

ル、吊りマイクケーブル、

0.226mm2 ステレオマ

イクケーブル、高解像度

チューブ・マイクロフォ

ン・ケーブルなどを主力

製品として紹介した。

モ ガ ミ

「V-1200HD」
・ 標準SDI×10/HDMI×4入力、SDI×6/HDMI×2
出力（最大16入力/14出力）

・ 4Kスイッチング・モード搭載
・ 4台までのリモート・カメラ制御
・ デュアル・ディスプレイ搭載専用コントロール・パネル
・ PC専用コントロール・ソフトウェアV-1200HDRCS
・ 拡張インターフェース対応

「O・H・R・C・A M-5000」
・ 128chのチャンネル・ストリップを内蔵
・ チャンネル・ストリップは自由に入出力への割り当
て可能

・ 最大300入力／296出力をセットアップ可能
（96kHz 時。48kHz 時は460入力／456出力）
・ REAC、Dante、MADI など各種フォーマットに対応
・ 伝送・電源の二重化が可能
・ 96kHz のサンプリング・レート
・ 高精度72bit のサミング・バス
・ ディスクリート構成のマイク・プリアンプ
・ 12インチ・タッチ・スクリーン＆“タッチ＆ターン”
オペレーション

・ スクロール／アイソレート自在の24フェーダー ＋ 
アサイナブル4フェーダー

・ 設定自在のユーザー・アサイナブル・セクション
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　昨年から新製品が数

多くリリースされてい

るモニタースピーカー

の GENELEC は、 中

高域同軸ドライバーと

ダブルウーファーを組

み合わせた最新情報

「8351A」、オートキャリブレーション機能をもった「SAM」シリーズ

を展示。また、GENELECの新たなモニタリングシステムを提案。

　本展ではアクティブサブウーファー7000シリーズで最小となる

「7040A」（写真右）が新登場。

　同製品はサブウーファーの商品ラ

インアップの中で最小サイズであり

ながら、サイズを超えたパワフルな

低域再生を実現した画期的なモデ

ルである。ニアフィールドモニター

スピーカー8010、8020、デスク

トップモニタースピーカーM030

にベストマッチする設計が施され、

これら小型スピーカーに足すことで豊かな重低域の再生をすること

ができ、出力50Wのパワーアンプで6.5inch のウーファーを駆動す

る。 H410xW350xD205mmというサイズでありながら再生周波数

帯域は30Hz‒90Hz(-6dB)、出力音圧レベル100dBという高性能を

叩き出すGENELECのサブウーファーのコアテクノロジー Laminar 

Spiral Enclosure technology。この LSE 技術は10年以上前から 

GENELEC のサブウーファーに採用されているキー・テクノロジーで、

空気の流れのストレスを排除することでハイスピードで歪のないパワ

フルな低音再生を高次元で実現しており、「7040A」の高性能化に大き

く貢献している。

　「7040A」は GENELEC 社が蓄積してきたノウハウや最先端のテク

ノロジーと高性能を驚くほど小さな本体ボティに凝縮させている製品

といえる。

  GENELEC
　本年のNABでは、コンパ

クトなオールインワンコン

ソール「mc236」やビデオ

プロセッサー「V_pro8」「V_

link4」をメインに展示。ま

た、High-Quality Analog-

to-IP Interface 「A_mic8」

なども紹介した。

　「mc236」は、必要な機能

が１台に集約されたブロー

ドキャスト・コンソールで、

歴代のmc2 シリーズで最も

コンパクトな筐体ながら、

内部に512×512のオーデイォマトリクスを有するDSPマルチコ

アと32マイク/ライン・インプット、32ラインアウト、８つのAESデ

ジタル入出力、８つのGPIO、１つのMADI ポート、３つのRAVENNA/

AES67ポートを持つI/Oインターフェィスを内蔵している。また、同製

品のディスプレイには21.5インチフルHDタッチスクリーンを採用。

サーフェスにはタッチセンシティブのロータリーエンコーダーを搭載

し、より直感的で優れた操作性を獲得している。また、拡張性においても

新たにラインナップに加わるステージボックス、よりパワフルなNova

オーディオルーターと接続することが出来る。

　さらにラウドネスメーターの搭載、Audio-follow-video、Upmix/

Downmix、Automix 等、これまでのmc2 シリーズの機能を余す事なく

凝縮したオールインワンのデジタルオーディオコンソールである。　

  LAWO

High-Quality Analog-to-IP Interface 「A_mic8」

　インターカムシステム・リアルタイム光伝送システムのドイツRiedel

は、ブロードキャストクオリティーのSkype 通信を実現する「STX-

200」、従来のインカム製品との互換性を持つ初のネットワークベース

のマトリックスシステム「Tango TNG-200」を出展。リアルタイム光

伝送プラットフォーム「MediorNet」ファミリーを中心とした展示を

行った。

　『Tango TNG-200』は AES67/AVB を標準搭載した RIEDEL 初

のネットワークベースのマトリクス・システム。1.5U の本体にはフル

カラー・高解像度の TFT 液晶ディスプレイを装備し、プリセット呼出

しやオーディオ・レベル調整が簡単にできるようになっている。その他、

AES67/AVB ポート×2、Ethernet ポート×2、デジタル・パーティー

ライン・ポート×2、アナログ・ポート×8、GPIO、電源 2 重化を装備し

ている。また、新製品『RSP-2318 smartpanel』だけではなく、従来の

インカムパネルとの接続も互換性がある。

　マトリクス・サイズは 40×80 を起点とし、必要に応じて自由にサ

イズ変更可能なフレキシブルな仕様になっており、設定は新しい「Plus 

ソフトウェア」を使用し、ドラック＆ドロップや 3D ビューを用いて簡

単に設定することができる。

　RIEDEL
mc236
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オーディオテクニカ
　オーディオテクニカ NAB2015ブースでは、

大口径ダイナミックマイクロホン『BP40』、さ

らにUSBマイクロホン『AT2020USBi』を

初公開。また、カメラマウントコンデンサー・

マイクロフォン「AT8024」なども大きく紹介

した。

　「BP40」は独自フローティングエッジ構造

の大口径ダイヤフラムで、コンデンサーマイク

ロホンのように豊かで自然なサウンドを提供す

る製品。現場でのハードな使用を想定し、筐体

は堅牢な金属で形成されています。またポップ

ノイズを抑える多層構造のウィンドスクリーン

を採用。独自のフローティングエッジ構造 (特

許取得済 )を持つ大口径ダイヤフラムにより、

コンデンサーマイクロホンのように豊かで自然

な音を再現する。

　一方『AT2020USBi』はUSB端子とライ

トニングコネクターどちらにも接続出来るマイ

クロホン。高品質なA/D、D/Aコンバーター

を搭載し、24bit/96kHzまでのデジタルレコー

ディングに対応。ワイドレンジと明瞭なサウン

ドを表現することが出来るプロレベルの録音が

PC/Mac/iOSデバイスで可能となった。

　その他「AT8024」は超指向性モノラルと

MSステレオを選択でき、さまざまな環境にお

いて解像度の高い収音を実現。0dB, -10dB, 

-20dBの3段階で音量調整可能なアッテネー

ター。低域ノイズを抑制するローカットスイッ

チ搭載。ラバーショックマウントにより振動や

カメラのメカニカルノイズを効率的に低減。長

時間使用でも疲れにくい軽量＆コンパクトボ

ディ。ウインドノイズの影響を最小限に抑える

ウインドスクリーン／ウインドジャマー付属。

などの特長を特長を持った製品である。

SENNHEISER
　同社とApogee との初コラボレーション

の製品としてNAMM 2015 で発表された

iPhoneで業務クオリティの録音を可能にする

クリップマイクを紹介。

　「MKE 2 digital」は銀色の筐体。「ClipMic 

digital」は黒色の筐体。SENNHEISERの高性

能クリップマイクとApogee のA/D 技術を

小型ボディが一つになった製品である。ライ

トニング端子を経由しiPhone やiPad で業務

レベルの録音をする。24bit/96kHz のマル

チテイクレコーディングに対応し、マイクレベ

ルのコントロールも出来るアプリケーション

MetaRecorder はApogeeが開発していると

のこと。

　NAMM 2015 開催時に 同社はApogeeと

のパートナーシップを発表したが、それが本展

大口径ダイナミックマイクロホン『BP40』 USBマイクロホン『AT2020USBi』
カメラマウントコンデンサーマイクロホン

『AT8024i』の展示コーナー

にて紹介されることとなった訳である。
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叩き出すGENELECのサブウーファーのコアテクノロジー Laminar 
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GENELEC のサブウーファーに採用されているキー・テクノロジーで、

空気の流れのストレスを排除することでハイスピードで歪のないパワ

フルな低音再生を高次元で実現しており、「7040A」の高性能化に大き
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　「7040A」は GENELEC 社が蓄積してきたノウハウや最先端のテク
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といえる。

  GENELEC
　本年のNABでは、コンパ

クトなオールインワンコン

ソール「mc236」やビデオ

プロセッサー「V_pro8」「V_

link4」をメインに展示。ま

た、High-Quality Analog-

to-IP Interface 「A_mic8」

なども紹介した。

　「mc236」は、必要な機能

が１台に集約されたブロー

ドキャスト・コンソールで、
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  LAWO

High-Quality Analog-to-IP Interface 「A_mic8」

　インターカムシステム・リアルタイム光伝送システムのドイツRiedel

は、ブロードキャストクオリティーのSkype 通信を実現する「STX-
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　『Tango TNG-200』は AES67/AVB を標準搭載した RIEDEL 初

のネットワークベースのマトリクス・システム。1.5U の本体にはフル
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ソフトウェア」を使用し、ドラック＆ドロップや 3D ビューを用いて簡

単に設定することができる。

　RIEDEL
mc236
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のこと。

　NAMM 2015 開催時に 同社はApogeeと
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タックシステム
　タックシステム株式会社は、NAB2015 にて正式にVMC-102 
Studio Monitor Controller を 発 表し、Avid ブ ー スおよびDirectout 
Technologiesブースで展示を行った。VMC-102は、MADI2系統のオー
ディオ入出力を持ち、64チャンネルまでのあらゆるサラウンドフォー
マットに対応可能であり、64系統ものソースセレクトによるモニターセ
レクト、サミングの他に内部で5.1CH、ステレオ、モノへのダウンミック
スシグナルの生成、Main/Alt/Mini3系統のスピーカー、4系統のCUE出
力の制御が可能となっている。さらにスタジオ設備に不可欠な外部トーク
バックやカフとのインターフェイスも充実し、コンプリートなモニタリン
グシステムとなっている。また、VMC-102は入出力がMADIとなるため、
フル・リモートコントロール可能な最適化されたMADI IOボックスとし
てDirectout Technologies 社のANDIAMO2シリーズおよび、NTP社

のPenta/AX-32シリーズを推奨しており、これらの機種を用いることで
様々なシステムに対応可能な拡張性を備えている。Avidブースでは、Avid 
Pro Tools S-6コンソールに埋め込まれて展示され、デザイン的にも卓越
した現在最も画期的なモニタリングシステムとして注目を集めた。

　Digital Audio Denmark のブランドで知られるNTP社は、
Avid Pro Tools S-6コンソールからの直接コントロールを可
能とするEUCON3プロトコルに対応したAX-32 Pro¦Monシ
ステムを発表した。AX-32 およびPenta-720 は、Avid Pro 
Tools のDigiLink2ポートおよびMADI、AESのほかオプショ
ンでアナログ、Dante、HD-SDI へのエンベデッド/ディエン
ベデッドなど豊富な入出力構成を持ち、これらの入出力を最大
1024x1024CHのフルマトリクスとしてシステム構築が可
能なブリッジとして使用できることが魅力だ。また、AX-32は
384KHzまでのはいサンプリングにも対応し、DSD用のIOと
しても使用できるハイスペックなIOボックスとなっている。

  NTP
　革新的なKVMマトリクスのシス
テムを提供するADDER社からは、
従来のInfinity システムよりも小規
模のマトリクスをターゲットとした
DDX-30を発表した。DDX-30は、
Infinity のようなIPベースのタイプ
ではなくExtender の技術を発展さ
せた製品で、最大30エンドポイン
ト（例：PC側20xコントロールター
ミナル側30など) までの1システ
ムのマトリクス構築が可能で、コン
トロールターミナルまでの延長距離
が50mに対応している。このシステ
ムの特徴は、PCを選択する際に接
続されているPCの画面を全てマル
チ画面で表示し、そ
の中から選択すると
いうわかりやすいオ
ペレーションを実現
したところにある。
今年の秋からの販売
を予定している。

  ADDER

ノイトリック株式会社
〒103-0004 東京都中央区東日本橋3-7-19　Tel:03-3663-4733 Fax:03-3663-4796 弊社製品はリヒテンシュタイン公国製でRoHS指令に対応しています。e-mail mail@neutrik.co.jp　URL www.neutrik.co.jp： ：

● 最大12芯（シングルモード・
　マルチモード）の大容量
●MIL規格の丈夫で軽量なケーブ
　ル仕様で容易に移動可能
●大量に使用するレセプタクルは
　低価格の価格設定
●専用のパワーモニターにより
　データ通信を常時監視
　（1台で4チャンネルまで）

opticalCON オプティカルコネクター

極めてコンパクトながら
シングルモード12芯に対応

プッシュプルロッキング
システム
丈夫な金属性
ハウジング

保護ブーツ

防塵シャッター

高引張り強度耐性

12芯光ファイバー

防塵シャッター 色識別対応
ガスケット

標準MTP互換ソケット

opticalCON MTP
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　オーディオリペ
アーツールRX4 で
爆発的なセールスを
記録したiZotope 社
からは、ラウドネスコ
ントロール機能を独
立したプラグインと
して製品化したRX 
Loudness Control
を発表した。RX Loudness Control は、従来のラウドネスコント
ロールソフトウェアと比較して、大幅に処理速度を向上したとのこ
と。新しくAdobe Premiere プラットフォームにも対応し、Avid 
Media Composer やAdobe Premiere といったビデオシステム
の中でのラウドネス処理にフォーカスを当てた低価格と使いやすさ
を追求しながらも音質を最大限損なわないコントロールを可能とし
たモデルとなっている。

  iZotope
　 ユ ニ ー ク な「Que 

Sniper Kit」 お よ び

「DSLR Video kit」とい

う小型のショットガンマ

イクロホンが、従来の機

種の弱点でもあった出力

レベルの低さを解消する

+10dB/+20dBゲイン

設定ができるタイプとし

て「Que Sniper Pro」

として登場した。「Que 

Sniper Pro」は、昨年発

売開始以来VideoMaker

誌 に てBest Products

賞を受賞している。

  Directout Technologies

ますます多様化するフィールドで応える柔軟さと確実性ますます多様化するフィールドで応える柔軟さと確実性

株式会社　フォービット
URL　http//:www.fourbit.co.jp

〒358-0014　埼玉県入間市宮寺 2720
営業部　TEL：042-935-0551（直通）/ TEL：042-934-7720 / FAX：042-934-5664

MTX-0606
6×6オーディオマトリックスミキサー

■デジ/アナ混在6×6
　オーディオマトリックスミキサー
■AC100V～240V電源と
　DC+12V電源の併用可能
■W260×D250×H100の
　省スペースコンパクト設計
■ケーブル1本でカスケード接続
　（12イン×6アウト）
税抜価格￥850,000

MTX-2420
32×20アウトプットマトリックスユニット

■2系統SDIエンベ (ステレオ8系統 )／デジ (ステレオ4系統 )
　／アナ (ステレオ4系統 )入力
■デジ (ステレオ4系統 )／アナ (ステレオ6系統 )出力
■ラウドネス計測機能／ダウンミックス機能搭載
税抜価格￥2,500,000

MB-224
60ポイント 24chバーグラフメータユニット

税抜価格￥980,000

Avid
　Avid では、プレNAB のイベントとして、世界中の業界人と意見を交換する

場であるAvid Connect を開催。またブースでは、高解像度ビデオI/O システム

「Avid Artist ¦ DNxIO」、Sibelius 最新リリース、ライブサウンド・ミキシングシ

ステム VENUE ¦ S6L、小規模制作向けISIS ¦ 1000、Interplay ¦ MAM 5、Avid 

Everywhere for Education などの新製品の発表が行われた。

　ブースでは、ポストワークフロー、ストレージ、ニュース制作、クラウドベースのポ

スト制作、Resolution Independent編集、Pro Toolsクラウド・コラボレーション、

取り込み＆再生ワークフロー、ライブサウンド制作、メディアアセット・マネジメン

トシステムなどの様々なソリューションを展示した。

　オーディオリペアーツールRX4で爆発的な
セールスを記録したiZotope 社からは、ラウ
ドネスコントロール機能を独立したプラグイ
ンとして製品化したRX Loudness Control
を発表した。RX Loudness Control は、従来
のラウドネスコントロールソフトウェアと比
較して、大幅に処理速度を向上したとのこと。

新しくAdobe Premiere プラットフォームに
も対応し、Avid Media Composer やAdobe 
Premiereといったビデオシステムの中でのラ
ウドネス処理にフォーカスを当てた低価格と
使いやすさを追求しながらも音質を最大限損
なわないコントロールを可能としたモデルと
なっている。

  JL Cooper Electronics
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を発表した。RX Loudness Control は、従来のラウドネスコント
ロールソフトウェアと比較して、大幅に処理速度を向上したとのこ
と。新しくAdobe Premiere プラットフォームにも対応し、Avid 
Media Composer やAdobe Premiere といったビデオシステム
の中でのラウドネス処理にフォーカスを当てた低価格と使いやすさ
を追求しながらも音質を最大限損なわないコントロールを可能とし
たモデルとなっている。

  iZotope
　 ユ ニ ー ク な「Que 

Sniper Kit」 お よ び

「DSLR Video kit」とい

う小型のショットガンマ

イクロホンが、従来の機

種の弱点でもあった出力

レベルの低さを解消する

+10dB/+20dBゲイン

設定ができるタイプとし

て「Que Sniper Pro」

として登場した。「Que 

Sniper Pro」は、昨年発

売開始以来VideoMaker

誌 に てBest Products

賞を受賞している。

  Directout Technologies

ますます多様化するフィールドで応える柔軟さと確実性ますます多様化するフィールドで応える柔軟さと確実性

株式会社　フォービット
URL　http//:www.fourbit.co.jp

〒 358-0014　埼玉県入間市宮寺 2720
営業部　TEL：042-935-0551（直通）/ TEL：042-934-7720 / FAX：042-934-5664

MTX-0606
6×6オーディオマトリックスミキサー

■デジ/アナ混在6×6
　オーディオマトリックスミキサー
■AC100V～240V電源と
　DC+12V電源の併用可能
■W260×D250×H100の
　省スペースコンパクト設計
■ケーブル1本でカスケード接続
　（12イン×6アウト）
税抜価格￥850,000

MTX-2420
32×20アウトプットマトリックスユニット

■2系統SDIエンベ (ステレオ8系統 )／デジ (ステレオ4系統 )
　／アナ (ステレオ4系統 )入力
■デジ (ステレオ4系統 )／アナ (ステレオ6系統 )出力
■ラウドネス計測機能／ダウンミックス機能搭載
税抜価格￥2,500,000

MB-224
60ポイント 24chバーグラフメータユニット

税抜価格￥980,000

Avid
　Avid では、プレNAB のイベントとして、世界中の業界人と意見を交換する

場であるAvid Connect を開催。またブースでは、高解像度ビデオI/O システム

「Avid Artist ¦ DNxIO」、Sibelius 最新リリース、ライブサウンド・ミキシングシ

ステム VENUE ¦ S6L、小規模制作向けISIS ¦ 1000、Interplay ¦ MAM 5、Avid 

Everywhere for Education などの新製品の発表が行われた。

　ブースでは、ポストワークフロー、ストレージ、ニュース制作、クラウドベースのポ

スト制作、Resolution Independent編集、Pro Toolsクラウド・コラボレーション、

取り込み＆再生ワークフロー、ライブサウンド制作、メディアアセット・マネジメン

トシステムなどの様々なソリューションを展示した。

　オーディオリペアーツールRX4で爆発的な
セールスを記録したiZotope 社からは、ラウ
ドネスコントロール機能を独立したプラグイ
ンとして製品化したRX Loudness Control
を発表した。RX Loudness Control は、従来
のラウドネスコントロールソフトウェアと比
較して、大幅に処理速度を向上したとのこと。

新しくAdobe Premiere プラットフォームに
も対応し、Avid Media Composer やAdobe 
Premiereといったビデオシステムの中でのラ
ウドネス処理にフォーカスを当てた低価格と
使いやすさを追求しながらも音質を最大限損
なわないコントロールを可能としたモデルと
なっている。

  JL Cooper Electronics
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Quantel 
　本展においてクォンテルとSnell は共に新

ブースで出展した。両社は顧客の抱える 3 つ

の重要課題に対して解決策を提案するべく取

り組んでいるとの内容を開催前に発表した。そ

の３つの課題とは以下の通り。（原文のまま）

■より柔軟的で機動的なインフラストラク
チャーへの移行

　今日、コンテンツ制作会社はビジネスの優先

事項とニーズの変化に応じて、柔軟的にこれ

に対応し、適合していくことができなければ

ならない。そのインフラストラクチャーはSDI

からIP へと移行し、商用のハードウェアとメ

ディア・アウェアのソフトウェアから構成さ

れることになるだろう。NABでは、ルーティ

ング、プロダクションスイッチング、プロセ

シング、および送出を含む完結したIP システ

ムをデモンストレーションする。また、Sirius 

800 ルーターとKahuna スイッチャー用の

モジュールと、現在の製品をSDI とIP の2つ

の世界を横断して動作させることが可能なハ

イブリッドSDI/IP 制御システムを使い、完全

なシステム入替えによってもたらされるコス

トと混乱を避けながら、今日のSDI からIP へ

移行する方法をご覧頂く。

　さらに、IP への移行期間中も既存のインフ

ラストラクチャーで最善の成果を得るための

ルーター、スイッチャー、Channel in a Box

（オール・イン・ワンの自動送出システム）、お

よびニュースプロダクションの分野での新開

発も多くある。

■ヘッドカウントを減らして成果を増す
　視聴者が偏在化し、メディアのチャンネル数

が増え続ける中、コンテンツ制作会社と配信

会社が経営状況を上向きにするには、より少

ない費用でより多くのコンテンツを生み出す

必要がある。その解決策が、パイプライン中に

おいてインテリジェンスとオートメーション

をより多く採用することにある。NABでは、

Morpheus とICE の機能強化により、洗練さ

れた画面表示をより効率的に実現し、さらに

Alchemist OD のアダプティブ・カデンツ・

ディテクション機能により、ファイルベース変

換ワークフローを流線形のごとく整備する。

　メディア・アウェア・モニタリングは、コス

トを下げながら出力の品質を劇的に改善する

というポテンシャルをもっている。革命的な

Snell メディアバイオメトリクス技術が、メ

ディア・アウェア・モニタリングを現実的な提

案にする。初の自動化モニタリングにより、全

てのチャンネルで正確なコンテンツを配信中

であることを送出センター側で確認が可能に

なる。

■魅力的なストーリーの制作
　効率性や運用方法に関わらず、視聴者を惹き

つけるのは卓越したコンテンツだ。NABにお

いて、クォンテルとSnell は、コンテンツ制作

会社が魅力的なストーリーを制作することを

可能にする多くの新開発を紹介する。

　NAB ショーに向けた開発は以下の通り。

4Kにおける進歩として、8K 60p をリアル

タイムで扱うことが可能なPablo Rio。適切な

人がストーリー制作に参加できるようにする、

QTube を使ったチームワーキングの強化。洗

練された、魅力的なスポーツ番組をより素早く

簡単に制作できる、編集機能が統合された新

LiveTouch スポーツハイライトシステム。

クォンテル㈱ 社長 三瓶宏一氏による現地での発表

パナソニック 
　パナソニックは、小型・低価格の4Kハンド

ヘルドカムコーダー「AGDVX200」を発表。

DVX200は自主映画やイベント撮影といっ

たミドルレンジをターゲットにしたモデルで、

10月の発売を予定しており、コンセプトモデ

ルを展示した。

　ブース構成では、「制作向けラインナップ拡

充」「P2クラウドワークフロー」「4K+IP で広

がる映像活用」の3つのカテゴリーを軸に、高

品質なコンテンツが求められる放送局から、ブ

ライダルやホール、講義室などのビジネスユー

スまで、さまざまな現場に貢献する新製品と新

サービスを提案。

■「制作向けラインナップ拡大」では、制作用
カメラVARICAMのワークフロー提案や実際

の映像を体験できるコンテンツ上映など、現場

での使用を想定した様々な展示を行った。ま

た、クレーンに搭載して撮影するシーンなど

活用の可能性を大きくひろげる新開発の延長

モジュール AU-VEXT1G の展示やDVカメ

ラながら24pモードなどを業界に先駆けて搭

載しAG-DVX100のDNAを受け継ぐ世界初

の4/3型大判センサー搭載13倍ズームレン

ズ一体型4K/60p メモリーカード・カメラレ

コーダーAG-DVX200等の新製品を紹介。

■「P2クラウドワークフロー」では、放送局
の業務効率を飛躍的に高めるクラウドネット

ワークサービス"P2 Cast" とそのワークフ

ロー、さらにはそのサービスに対応するメモ

リーカード・カメラレコーダーAJ-PX380G

を展示。取材先の映像を放送局ですぐに確認、

活用できるなど、次世代のENGネットワーク

ワークフローを紹介。

■「4K+IP で広がる映像活用」では新開発の
4K画質と長距離光伝送を実現し、4K UHD

出力とHD出力に対応した4Kスタジオハン

ディカメラAK-UC3000 シリーズと、新開

発の多目的4Kカメラで、高感度、高品質な映

像を提供する4KマルチパーパスカメラAK-

UB300 を展示した。またハイエンド画質と

1080p 4 倍速撮影に対応したHD スタジ

オハンディカメラAK-HC5000 シリーズも

展示。カメラ技術とIP ネットワークの融合で

議場や結婚式場などのビジネスシーンで活

躍するHD インテグレーテッドカメラAW-

HE130W/K、AW-HE70 シリーズを軸にし

たリモートカメラソリューションや、同カメラ

をiPad から制御するためのコントロールア

シストカメラAW-HEA10W/Kを実際に操作

できるなど、さまざまな角度からニーズにあわ

せた映像機器、システム、サービスを展開。その

他、プロジェクターやフラットパネルディスプ

レイなどの映像表示機器を展示した。

　なお、現地での出展システムは、VARICAM 

35+ 拡張モジュール「AU-VEXT1G」、4K 

メモリーカード・カメラレコーダー「AG-

DVX200」、4K スタジオハンディカメラ

「AK-UC3000 シリーズ」、4Kマルチパーパ

スカメラ「AK-UB300」、HD スタジオハン

ディカメラ「AK-HC5000」シリーズなど多

彩であった。

4Kハンドヘルドカムコーダー「AGDVX200」
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Triton 小型HD映像無線伝送システム「PARALINX」

Advancing the quality and science of media production

  

に対応するヘッド

  

  

  
  

  
  
  
  

  

  
  

 
  

  

  

ベストパートナーと
　共に行こう、共に撮ろう。

ヴァイテックビデオコムは、ビデオ撮影現場に革新のソリューションをご提供する、
プロフェッショナルビデオグラファー向け周辺機器メーカーです。

ライトパネルズ：
高品位 LED ビデオライト

• あらゆる現場のニーズに応える
ライト群をラインナップ
乾電池駆動のオンカメラライト
からフラットパネル型、スタジオ
向け大光量フレネル型まで

http://www.litepanels.com/

アントンバウアー：
業務用映像システム向け

リチウムイオンバッテリー

• 安全性を最重視した高い耐衝
撃性と内蔵保護システム
• 電源残時間を分単位で表示可能
• V マウント対応
http://video.antonbauer.com/

• 色温度調整機能
• フラッド／スポット
  ビーム角調整機能

ヴァイテックビデオコム株式会社
〒105-0011 東京都港区芝公園 3－1－38  芝公園三丁目ビル１階 　電話：03-5777-8040 　FAX:03-5777-8041
関西営業所 　〒531-0072  大阪府大阪市北区豊崎 5丁目2番13号 　電話：06-6359-2440 　FAX:06-6359-2441

Visit our web site at
www.vitecvideocom.com/

ザハトラー：
カメラサポートシステム

• フルーイドヘッドから三脚、
ペデスタル、リグまでトータル
  システムをご提供するドイツ
  のブランド
• 幅広い耐荷重
• カウンターバランス&スピード
バランステクノロジー
http://www.sachtler.com/

テラデック：
HD 映像無線伝送システム

• 小型軽量な無線エンコーダー
によるHD映像の伝送
• ゼロディレイ(1ms 未満)
• HDMI/SDI デジタル入力
• 非圧縮 1,080p/60、4：2：2
http://www.teradek.com/

• 

VITEC Videocom
　ヴァイテックビデオコムは革新的なカメラ

周辺機器を提供し、数々の著名ブランドを擁

している。世界的なカメラサポートシステム

ブランドの「ヴィンテン」、「ザハトラ」をはじ

めとする製品群は放送局、映画／ビデオ制作

業界等に幅広く採用されている。本年のNAB 

Show でも広大なスペースのブースにて、各

ブランドの新製品を取り揃えた。

■Astra 1X1 ファミリーフラットパネル型 
LEDライト「Litepanels」：高CRI 値を誇
る次世代のLEDライトを、光出力や色温度

の異なる7機種を取り揃えて紹介した。

■Triton 小型HD 映像無線伝送システム
「PARALINX」：デジタル一眼レフカメラ
での動画撮影に最適な、軽量小型、非圧縮

型、低遅延（1mm秒）のHD映像無線伝送

システム。

■新カメラバックラインアップ「Sachtler Bags」：高
耐久性、優れた収納性等、好評のペテロールバッグの製

品が新たにザハトラーブランドで提供された。
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Quantel 
　本展においてクォンテルとSnell は共に新

ブースで出展した。両社は顧客の抱える 3 つ

の重要課題に対して解決策を提案するべく取

り組んでいるとの内容を開催前に発表した。そ

の３つの課題とは以下の通り。（原文のまま）

■より柔軟的で機動的なインフラストラク
チャーへの移行

　今日、コンテンツ制作会社はビジネスの優先

事項とニーズの変化に応じて、柔軟的にこれ

に対応し、適合していくことができなければ

ならない。そのインフラストラクチャーはSDI

からIP へと移行し、商用のハードウェアとメ

ディア・アウェアのソフトウェアから構成さ

れることになるだろう。NABでは、ルーティ

ング、プロダクションスイッチング、プロセ

シング、および送出を含む完結したIP システ

ムをデモンストレーションする。また、Sirius 

800 ルーターとKahuna スイッチャー用の

モジュールと、現在の製品をSDI とIP の2つ

の世界を横断して動作させることが可能なハ

イブリッドSDI/IP 制御システムを使い、完全

なシステム入替えによってもたらされるコス

トと混乱を避けながら、今日のSDI からIP へ

移行する方法をご覧頂く。

　さらに、IP への移行期間中も既存のインフ

ラストラクチャーで最善の成果を得るための

ルーター、スイッチャー、Channel in a Box

（オール・イン・ワンの自動送出システム）、お

よびニュースプロダクションの分野での新開

発も多くある。

■ヘッドカウントを減らして成果を増す
　視聴者が偏在化し、メディアのチャンネル数

が増え続ける中、コンテンツ制作会社と配信

会社が経営状況を上向きにするには、より少

ない費用でより多くのコンテンツを生み出す

必要がある。その解決策が、パイプライン中に

おいてインテリジェンスとオートメーション

をより多く採用することにある。NABでは、

Morpheus とICE の機能強化により、洗練さ

れた画面表示をより効率的に実現し、さらに

Alchemist OD のアダプティブ・カデンツ・

ディテクション機能により、ファイルベース変

換ワークフローを流線形のごとく整備する。

　メディア・アウェア・モニタリングは、コス

トを下げながら出力の品質を劇的に改善する

というポテンシャルをもっている。革命的な

Snell メディアバイオメトリクス技術が、メ

ディア・アウェア・モニタリングを現実的な提

案にする。初の自動化モニタリングにより、全

てのチャンネルで正確なコンテンツを配信中

であることを送出センター側で確認が可能に

なる。

■魅力的なストーリーの制作
　効率性や運用方法に関わらず、視聴者を惹き

つけるのは卓越したコンテンツだ。NABにお

いて、クォンテルとSnell は、コンテンツ制作

会社が魅力的なストーリーを制作することを

可能にする多くの新開発を紹介する。

　NAB ショーに向けた開発は以下の通り。

4Kにおける進歩として、8K 60p をリアル

タイムで扱うことが可能なPablo Rio。適切な

人がストーリー制作に参加できるようにする、

QTube を使ったチームワーキングの強化。洗

練された、魅力的なスポーツ番組をより素早く

簡単に制作できる、編集機能が統合された新

LiveTouch スポーツハイライトシステム。

クォンテル㈱ 社長 三瓶宏一氏による現地での発表

パナソニック 
　パナソニックは、小型・低価格の4Kハンド

ヘルドカムコーダー「AGDVX200」を発表。

DVX200は自主映画やイベント撮影といっ

たミドルレンジをターゲットにしたモデルで、

10月の発売を予定しており、コンセプトモデ

ルを展示した。

　ブース構成では、「制作向けラインナップ拡

充」「P2クラウドワークフロー」「4K+IP で広

がる映像活用」の3つのカテゴリーを軸に、高

品質なコンテンツが求められる放送局から、ブ

ライダルやホール、講義室などのビジネスユー

スまで、さまざまな現場に貢献する新製品と新

サービスを提案。

■「制作向けラインナップ拡大」では、制作用
カメラVARICAMのワークフロー提案や実際

の映像を体験できるコンテンツ上映など、現場

での使用を想定した様々な展示を行った。ま

た、クレーンに搭載して撮影するシーンなど

活用の可能性を大きくひろげる新開発の延長

モジュール AU-VEXT1G の展示やDVカメ

ラながら24pモードなどを業界に先駆けて搭

載しAG-DVX100のDNAを受け継ぐ世界初

の4/3型大判センサー搭載13倍ズームレン

ズ一体型4K/60p メモリーカード・カメラレ

コーダーAG-DVX200等の新製品を紹介。

■「P2クラウドワークフロー」では、放送局
の業務効率を飛躍的に高めるクラウドネット

ワークサービス"P2 Cast" とそのワークフ

ロー、さらにはそのサービスに対応するメモ

リーカード・カメラレコーダーAJ-PX380G

を展示。取材先の映像を放送局ですぐに確認、

活用できるなど、次世代のENGネットワーク

ワークフローを紹介。

■「4K+IP で広がる映像活用」では新開発の
4K画質と長距離光伝送を実現し、4K UHD

出力とHD出力に対応した4Kスタジオハン

ディカメラAK-UC3000 シリーズと、新開

発の多目的4Kカメラで、高感度、高品質な映

像を提供する4KマルチパーパスカメラAK-

UB300 を展示した。またハイエンド画質と

1080p 4 倍速撮影に対応したHD スタジ

オハンディカメラAK-HC5000 シリーズも

展示。カメラ技術とIP ネットワークの融合で

議場や結婚式場などのビジネスシーンで活

躍するHD インテグレーテッドカメラAW-

HE130W/K、AW-HE70 シリーズを軸にし

たリモートカメラソリューションや、同カメラ

をiPad から制御するためのコントロールア

シストカメラAW-HEA10W/Kを実際に操作

できるなど、さまざまな角度からニーズにあわ

せた映像機器、システム、サービスを展開。その

他、プロジェクターやフラットパネルディスプ

レイなどの映像表示機器を展示した。

　なお、現地での出展システムは、VARICAM 

35+ 拡張モジュール「AU-VEXT1G」、4K 

メモリーカード・カメラレコーダー「AG-

DVX200」、4K スタジオハンディカメラ

「AK-UC3000 シリーズ」、4Kマルチパーパ

スカメラ「AK-UB300」、HD スタジオハン

ディカメラ「AK-HC5000」シリーズなど多

彩であった。

4Kハンドヘルドカムコーダー「AGDVX200」

13
FDI・2015・06

Triton 小型HD映像無線伝送システム「PARALINX」

Advancing the quality and science of media production

  

に対応するヘッド

  

  

  
  

  
  
  
  

  

  
  

 
  

  

  

ベストパートナーと
　共に行こう、共に撮ろう。

ヴァイテックビデオコムは、ビデオ撮影現場に革新のソリューションをご提供する、
プロフェッショナルビデオグラファー向け周辺機器メーカーです。

ライトパネルズ：
高品位 LED ビデオライト

• あらゆる現場のニーズに応える
ライト群をラインナップ
乾電池駆動のオンカメラライト
からフラットパネル型、スタジオ
向け大光量フレネル型まで

http://www.litepanels.com/

アントンバウアー：
業務用映像システム向け

リチウムイオンバッテリー

• 安全性を最重視した高い耐衝
撃性と内蔵保護システム
• 電源残時間を分単位で表示可能
• V マウント対応
http://video.antonbauer.com/

• 色温度調整機能
• フラッド／スポット
  ビーム角調整機能

ヴァイテックビデオコム株式会社
〒105-0011 東京都港区芝公園 3－1－38  芝公園三丁目ビル１階 　電話：03-5777-8040 　FAX:03-5777-8041
関西営業所 　〒531-0072  大阪府大阪市北区豊崎 5丁目2番13号 　電話：06-6359-2440 　FAX:06-6359-2441

Visit our web site at
www.vitecvideocom.com/

ザハトラー：
カメラサポートシステム

• フルーイドヘッドから三脚、
ペデスタル、リグまでトータル
  システムをご提供するドイツ
  のブランド
• 幅広い耐荷重
• カウンターバランス&スピード
バランステクノロジー
http://www.sachtler.com/

テラデック：
HD 映像無線伝送システム

• 小型軽量な無線エンコーダー
によるHD映像の伝送
• ゼロディレイ(1ms 未満)
• HDMI/SDI デジタル入力
• 非圧縮 1,080p/60、4：2：2
http://www.teradek.com/

• 

VITEC Videocom
　ヴァイテックビデオコムは革新的なカメラ

周辺機器を提供し、数々の著名ブランドを擁

している。世界的なカメラサポートシステム

ブランドの「ヴィンテン」、「ザハトラ」をはじ

めとする製品群は放送局、映画／ビデオ制作

業界等に幅広く採用されている。本年のNAB 

Show でも広大なスペースのブースにて、各

ブランドの新製品を取り揃えた。

■Astra 1X1 ファミリーフラットパネル型 
LEDライト「Litepanels」：高CRI 値を誇
る次世代のLEDライトを、光出力や色温度

の異なる7機種を取り揃えて紹介した。

■Triton 小型HD 映像無線伝送システム
「PARALINX」：デジタル一眼レフカメラ
での動画撮影に最適な、軽量小型、非圧縮

型、低遅延（1mm秒）のHD映像無線伝送

システム。

■新カメラバックラインアップ「Sachtler Bags」：高
耐久性、優れた収納性等、好評のペテロールバッグの製

品が新たにザハトラーブランドで提供された。


